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１．緒言
　近年の人口構造の変化により高齢化が進み，医療
は高度化，多様化している．こうした背景から保健
医療福祉における看護の役割は拡大し，社会のニー
ズに対応できる質の高い人材の養成に応えるために
は臨地実習の充実が不可欠である．臨地実習では，
病院，施設，在宅，地域等の多様な場において，多
様な対象として援助することを通して，学生が対象
者との関係形成を中核とし，多職種連携において必
要とされる連携・協働能力を養い，看護専門職とし
ての批判的・創造的思考力と問題解決能力の醸成，
高い倫理観と自己の在り方を省察する能力を身に付
けることを目指している1）．そのために日常の生活
の場面や学校，職場等，多様な場所で看護過程を展
開し，経験の場を広げる実習を行うことにより，学
生の現実認識を広げ，看護実践能力が修得されるこ
とが期待され2），実習において経験は重要である．

加えて，中津川は看護学実習における経験とは，学
生が患者や看護あるいは眼前の現象に関心を開き，
関心の対象にある結果を予見しながら行為（看護）
すること，さらにその行為（看護）の結果得た反応
を自己との関連において評価，価値づける一連のこ
とである3）と述べている．そして杉森と舟島は，経
験は知覚による客観の認識と規定すると，体験はこ
この主観に属し，客観性に乏しく知性による加工，
普遍化を経ていない，まさに看護学における実習と
いう授業展開は，体験を経験とする学習場面として
極めて重要な意味を持つ4）と述べており，体験をす
るだけでなく，体験を振り返り知識をもって考え判
断していくことが重要である．
　また，研究者は，成人看護学実習（慢性期）での
学びに影響したと学生が認識した要因に，他領域の
実習から良い影響があった5）ことから，一領域の実
習での経験，学びを他領域の実習で学生が振り返り
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要　　　約

　本研究の目的は，全ての領域別看護学臨地実習（以下，領域実習）を終了した学生を対象に，学生
が認識した臨地実習で印象に残った経験を生かして他領域実習で新たに実践したことについてグルー
プインタビューから明らかにすることである．対象は3年後期と4年前期に領域実習を履修した学生40
名のうち，2023年7月に全領域実習を終了した研究協力が得られた8名である．その結果，8名の学生
は14事例を語った．全領域実習を通して①看護の知識，技術，考え方を身につける上で印象に残った
経験が8事例，②領域実習での経験を他領域実習の新たな状況での実践した経験が6事例であった．領
域実習での経験を他領域実習の新たな状況での実践した6事例は，【個別性の尊重】【看護実践のエビ
デンス】の2つに分類された．6事例のテーマは，【個別性の尊重】について［終末期患者に対する看
護］［患者の強みを生かした看護］［患者に寄り添う看護］，【看護実践のエビデンス】について［根拠
に基づいた看護実践］［コミュニケーションによる看護実践］［病態の理解］であった．学生は，自己
の経験を振り返り看護場面の疑問や気になることを再考し，看護師や教員の質問，アドバイスからさ
らに学習をすすめることで患者が望んでいることを受け取り叶えることや，患者が好きなことを活か
して関わることなどを学生自らが教訓として，他領域実習の新たな状況で実践していた．
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生かすことができているのではないかと考えた．一
領域の実習では学びについて記録したり，カンファ
レンスで共有したり，まとめで発表するなどにより
担当教員は学生の学びを把握することができる．し
かし，領域を超えての学びについては記録に書くこ
とや，カンファレンスでの共有，まとめで発表する
機会が少なく，学びの積み重ねがわかりづらい状況
である．他領域実習での学生の経験について，先生
と教員が話す機会がほとんどない．このことからも
教員が他領域の実習での経験や学び，指導内容など
把握できていないと考えられる．
　学びとは，環境との相互作用をとおして得られた
「経験」についての主体的な意味づけであり6），学
ぶということの本質は，目黒は「自らの経験を意味
づけすることにほかならない」7）と述べられ，学ぶ
ために経験は重要である．真壁と野島は，経験は，
学生が臨地実習において実際的な事柄に関わる中
で，看護についての新たな知識や技術が生じてくる
ことであり，実習が進行することは，ただ時間の経
過をいうのではなく，実習での経験の蓄積を意味し，
経験を通して学生の行動は変化していくことが確認
されている8）．そして実習での経験は看護師として
の態度や看護実践を基づける経験となっていること
が確認され9），つまり看護学実習での経験を生かし
ていくことが重要である．
　看護学実習の経験に関する先行研究では，在宅看
護学において訪問看護実習での経験が訪問看護ス
テーションへの就職意向に重要であることや10），母
子看護学実習における学生の経験を6カテゴリーに
抽出したもの11），基礎看護学実習における看護技術
の経験状況12,13），成人看護学実習における看護技術
経験の実態14），基礎看護学実習における学生ペア体
制の相互サポートの経験15）など一領域に限られた実
習のものが多く報告されている．しかし，学生は実
習を連続して経験していることから，実習での経験
が一領域で完結するのではなく領域を超えて繋がり
理解が深まり実践しているのではないだろうか．一
領域にとどまらず領域実習全ての先行研究では，領
域別看護学実習の経験の積み重ねによる臨床判断へ
のプロセスについて16），4年間の実習全ての先行研
究では，4年間の実習での経験を振り返り経験によ
る自己の変化，振り返られた看護学実習経験の現象
学的記述17）について報告されている．しかし，7領
域実習全てにおける看護学実習での経験についての
報告は見当たらない．
　そこで，今回は，全ての領域実習を終了した学生
を対象に学生が認識した臨地実習で印象に残った経
験を生かして他領域実習で新たな実践についてグ

ループインタビューから明らかにすることを目的と
した．

２．方法
２．1　調査対象者及び研究依頼の方法
　調査対象者は，2022年度～2023年度にかけて A
大学看護学科3年後期と4年前期に領域実習を履修し
た学生40名である．領域実習は，成人看護学実習（急
性期），成人看護学実習（慢性期），老年看護学実習，
小児看護学実習，母性看護学実習，精神看護学実習，
在宅看護学実習の7領域である．2023年7月に全領域
実習を終えた4年生40名のうち，研究協力を依頼し
インタビューへの同意が得られたのは8名であった．
２．２　データ収集方法
　フォーカスグループインタビューの特徴は，参加
者間で相互作用が行われ，グループメンバーが互い
に応答しあい18），相互刺激がありより現実の状態に
近い形態で異議深い情報が得られる19）．本研究にお
いてもフォーカスグループインタビューにより，学
生4名が緊張の少ない環境で話すことから，他の学
生が印象に残った経験が呼び起されることや率直な
意見が期待される．
　研究協力に同意の得られた対象者8名に対して，
面接場所や時間は対象者の都合に合わせて調整し
大学内の個室で行った．研究者の作成したインタ
ビューガイドに沿って，1グループ4名，2グループ
に半構成的インタビューを実施した．インタビュー
内容は，学生の語りを中心に全領域実習を通して，
①看護の知識，技術，考え方を身につける上で印象
に残った経験，②領域実習での経験を他領域実習の
新たな状況での実践したことである．なお，グルー
プインタビューでは，次のことに注意した．傾聴的・
受容的態度を基本とし，対象者の語りの流れに沿っ
て対応し，語りを妨げないようにした．適宜，研究
者が語りを促し，語られた内容を確認した．グルー
プ間で意見や質問があるときには，申し出てもらう
ようにした．また，エピソードについては，その場
の状況や思いなど，具体的に丁寧にきいた．面接内
容は，対象者の承諾を得たのちに IC レコーダーに
録音した内容を，逐語録に作成したものを記述デー
タとし分析に用いた．データ収集は，全領域実習が
7月に終了し卒業研究が終了した2023年12月14日に
行った．
２．３　用語の定義
・�領域別看護臨地実習：基礎看護学実習Ⅰ，基礎看
護学実習Ⅱを終えて行われる成人看護学実習（急
性期），成人看護学実習（慢性期），老年看護学実
習，精神看護学実習，母性看護学実習，小児看護
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学実習，在宅看護学実習の7領域の実習を指す．
・�経験：本研究で言う経験とは，学生が臨地実習の
場で経験する個々の体験や出来事を通じて得られ
る知識や洞察を指す．

・�教訓：本研究で言う教訓とは，良いことや悪いこ
との経験や出来事から学び，それを踏まえて行動
していくことを指す．

２．４　データ分析方法
　インタビューにより得られた研究参加者の語りの
データを逐語録にし，2グループそれぞれの看護の
知識，技術，考え方を身につける上で印象に残った
経験，領域実習での経験から他領域実習の新たな
状況での実践に該当すると思われる部分を逐語録か
ら抽出し，統合した．2グループのグループインタ
ビューのデータを何度も読み返し，参加者の語りの
意味を変化させないように要約した．そのうち領域

実習で看護の知識，技術，考え方を身に付ける上で
印象に残った経験を生かして他領域実習の新たな状
況での実践について，意味の類似性から2つのカテ
ゴリーに分類した．分析は個人で分析案を作成し，
それをまた2名で合意を得るまで再分析した．

３．結果
３．１　 研究参加者の概要
　研究参加者は，3年次1月から4年次7月まで7領域
の領域実習を終えた看護学科4年生8名であった．対
象者のインタビュー時間は，1グループ34分～38分
であった．
３．２　分析結果
　インタビューの内容をデータ化した逐語録から，
14事例が語られた（表1）．そのうち①看護の知識，
技術，考え方を身につける上で印象に残った経験が
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①看護の知識，技術，考え方を身につ

ける上で印象に残った経験：実習領域 

②領域実習での経験①から他領域実習

の新たな状況での実践：実習領域 
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A 終末期患者の思いを受け取って叶えるように

関わる：在宅看護学 

終末期患者への希望に沿って関わる 

：成人看護学（慢性期） 

B 術後患者の観察の根拠に気づく：成人看護学

（急性期） 

観察の根拠を踏まえて自分で考えて実践す

る：在宅看護学 

患者との会話の時だけでなく，他の場面の患

者の表情に目を向けて判断する：在宅看護学 

 

C 患者とのコミュニケーションは，看護師と患

者のコミュニケーションを見て学ぶ：精神看

護学 

 

D 人工呼吸器の設定の確認が命を守ることに気

づく：在宅看護学 

 

昏睡・意識障害の回復過程を理解の重要性に

気づく：成人看護学（慢性期） 

術後患者の病態を，何による影響か，原因

は何なのか考えてアセスメントする：成人

看護学（急性期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

E 胃がん術後の食生活について患者の理解度を

話しながら確認して関わる：成人看護学（急

性期） 

間食制限について患者の理解度を話しなが

ら確認して関わる：成人看護学（慢性期） 

F 患者の好きな日課や退院後の希望を聞き，叶

えることができるように関わることで回復に

つながる：成人看護学（急性期） 

患児の好きな将棋を行うことでゲームばか

りしていた日常から勉強に取り組む変化が

見られる：小児看護学 

患者の活動レベルに応じた病衣の選択に気づ

く：成人看護学（慢性期） 

 

G 医療者，家族が捉える病院や気持ちには違い

があり，学生は話をよく聞き介入の方向性を

考える：小児看護学 

 

患者は，看護師や学生が話す時，立位より座

位のほうが話しやすいと患者から教わる：精

神看護学 

 

H シャワー浴介助の準備は，教科書の手順だけ

でなく 1つ 1つイメージをして準備すること

に気づく：成人看護学（急性期） 

 

何度も同じ言葉を繰り返す患者が，急に普通

に話し認知症の実際の症状を知る：在宅看護

学 

 

レクレーションに参加することを拒む患者に

気持ちを察して声掛けを工夫して関わる：精

神看護学 

レクレーションに参加することを拒む患者

に必要性を考えて患者を尊重して関わる：

老年看護学 

表１　学生の印象に残った経験と新たな状況での実践一覧表
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8事例であった．②領域実習で看護の知識，技術，
考え方を身に付ける上で印象に残った経験を生かし
て他領域実習の新たな状況での実践は6事例（表1）
であり，2カテゴリーに分類された（表2）．【　】は
事例のテーマ：学生が経験から得た教訓，「　」は
学生が話した言葉，（　）は文章を補足した言葉を
示す．
３．２．１　個別性の尊重
【終末期患者に対する看護：患者が望んでいること
を受け取り叶えること】
　在宅看護学実習の受け持ち患者は30歳代の乳がん
の終末期患者で，学生の終末期患者のイメージと違
い「すごく明るくて，すごい痛みも強いんですけど
いつも笑って家族の方と楽しく在宅で過ごされ，」
友人に自分の最期を伝える終活をしていることか
ら，活発な方であると学生は認識した．学生は，受
け持ち患者が終末期患者のイメージと違っていたこ
とから終末期患者について学習し「がん看護学の授
業で学んだ年代別がんサバイバーと家族への看護の
資料を見直し復習し，終末期患者の課題や苦痛を再
度確認し，症状悪化や治療による影響がどのような
精神的変化をもたらすか考えた．また YouTube で
Adolescent and Young Adult（AYA）世代のがん
サバイバーの方や，終末期のがん患者のドキュメン
タリーを検索し何本か視聴し，当事者の思いや悩み，
不安の具体的な内容や生活の変化を学び，実際には
質問することが難しい内容を知ることやコメントに
あるほかの方々の経験談を読むことで多様な考えに
触れることができた．」と理解を深めていた．また，
患者は清潔に保ちたい考えが強く話好きであること
から学生の介入としては，できるだけコミュニケー
ションをとり患者の思いを聞き，患者が望む清潔ケ
アの手助けをした．このことから学生は終末期看護

において，「患者さんの思いを受け取って叶える」
ことを教訓としていた．成人看護学実習（慢性期）
での受け持ち患者は，60代の男性で状態が悪化し病
院で終末期をむかえた．「在宅の終末期の患者さん
を思い出して，患者さんが望む最期，在宅の患者さ
んの考え方がすごい鮮明に残っていた．」ことから，
患者が思う良い終わり方を意識して実践した．その
内容は，患者が家族を好きで会いたい気持ちを学生
は受け止め，面会時には家族に普段の患者の様子や
思いを伝えるようにし，患者，家族間を取り持ちな
がら家族と患者が過ごす時間を大切にした．また患
者が手を洗いたいことや歯磨きをしたいことなどの
望みを聞き取り安楽な方法を考えて実践した．
【患者の強みを生かした看護：患者が好きなことを
活かして関わること】
　成人看護学実習（急性期）の受け持ち患者は，肺
がんの術後2週間目で退院の予定であった．しかし
術後1週間経過しリハビリはしていたが肺機能の回
復が遅れ，在宅酸素療法（Home Oxygen Therapy, 
以後，HOT）を導入する予定になった．「患者さん
は散歩が好きで毎日日課にしていたし，HOT を導
入したら散歩もあんまりできなくなると思ったし，
患者さんもあまり HOT 導入したくないと言ってい
た．」と学生は HOT 導入を患者が望んでおらず好
きな散歩ができにくくなることを心配した．「私（学
生）が何ができるかと考えたら，リハビリの時間以
外にも病棟内を歩きませんかーとか，屋上の庭園を
見に行きませんかーとか，動く機会を積極的に患者
さんの無理のない範囲にやっていくことかと思っ
て」と，HOT を導入をしないですむように学生自
身が介入できることを考え，患者が好きな散歩を計
画した．歩く機会を増やした結果，HOT 導入は中
止となり入院前と同じ状態で退院できた．このこと

表２　領域実習の経験を生かして他領域実習で新たに実践した6事例

分類 
テーマ 

看護臨地実習の領域名 
学生が引き出した教訓 

 

 

個別性の

尊重 

学生 A：終末期患者に対する看護 
在宅⇒成人（慢性期） 

終末期の患者が望んでいることを受け取

り叶えること 
学生 F：患者の強みを活かした看護 
成人（急性期）⇒小児 

患者の好きなことを活かして関わること 

学生 H：患者に寄り添う看護 
精神⇒老年 

患者の気持ちに寄り添い一緒に行うこと 

 

看護実践

のエビデ

ンス
 

学生 B：根拠に基づいた看護実践 
成人（急性期）⇒在宅 

観察は根拠に基づいて行うこと 

学生 D：病態の理解 
成人（急性期）⇒成人（慢性期） 

患者の症状の原因を理解すること 

学生 E：コミュニケーションによる看護実践 
成人（急性期）⇒成人（慢性期） 

患者の理解度を明確にするために対話す

ること 
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から，患者の好みや希望を大切にして関わることが，
結果的に回復につながったことを経験した．小児看
護学実習の受け持ち患児は小学生の男子で，ゲーム
機を持ち込んで暇つぶしにゲームばかりしている様
子が学生は気になった．「今あるもので院内のおも
ちゃを使い，患児の好きな遊びができないか」考え，
患児が将棋とかが好きと言ったので，将棋を一緒に
行った．それまで患児は母親に宿題をするよう言わ
れてもなかなかしなかったが，将棋が楽しかった様
子ですぐに勉強するという行動変容があり，学生が
患児に好きなことを聞き出して置きかえる働きかけ
が患児に良い変化をもたらすことを経験した．
【患者に寄り添う看護：患者の気持ちに寄り添うこと】
　精神看護学実習の60歳代の受け持ち患者にレク
レーションに患者を何度も誘ったが断られた．一緒
にレクレーションの場に行った際に患者の様子，反
応を観察し興味があるような反応を察知した．「レ
クレーションに参加しないのは患者が本当にしたく
ないのではなくて，よくわからないことをするのが
嫌なのかもしれない，本当に嫌というよりか少し違
う理由があるのかもしれない」と参加しない理由を
学生は考えた．「私もレクレーションに一緒に行く
のでやりませんか．」と誘うと，患者は参加した．
それから患者がレクレーションを断るその裏に何か
理由があると思うようになり，患者がレクレーショ
ンへの参加の声掛けを断る理由を考え，反応を見な
がら参加しやすいような声掛けを行うことで参加に
つながるという学びがあった．老年看護学実習の受
け持ち患者は看護計画として一緒にレクレーション
を計画していたが断られた．「認知機能が低下して
いるため面倒だと思っている」のだと学生は考えて
いた．しかし学生がお手玉をしていたら，患者はだ
んだん乗り気になってするようになった．このこと
から患者がやりたくないという言葉だけで不参加と
するのではなく，なぜ参加しないと答えるのか気持
ちに寄り添い，参加の声掛けや一緒にレクレーショ
ンの見学をすること，学生が実際にお手玉などやっ
て見せることが患者の自発的な参加につながること
を経験した．
３．２．２　看護実践のエビデンス
【根拠に基づいた看護実践：主体的に観察の根拠を
明確にすること】
　成人看護学実習（急性期）では，手術前日から術
後7日目まで受け持ち患者を受け持った．術後の観
察について「最初の方は何を見たら（観察したら）
いいのかわかんなくて，本，教科書，参考書とか読
んで，だいたいこの疾患はここを見たら（観察した
ら）いい．」と学習し実践していたところ，指導教

員からなぜ観察するのか質問された．そこで学生は，
「それを見る（観察する）にはちゃんと意味があるっ
てそこで初めて思い知ったというか気づいた．」そ
れからは実際に合併症や兆候が出ていないか観察す
る必要があるのか観察の根拠を学習し，さらに看護
師に自分のアセスメントが正しいか確認した．在宅
看護学実習の受け持ち患者は，頸椎損傷のため全身
に麻痺があり体を動かせないことから最初は褥瘡の
看護問題しかあげられなかった．しかし看護師から
他に観察したほうがよいところをアドバイスされ，
急性期の観察の根拠の考えた方を生かし自分でアセ
スメントし他の看護問題を抽出することができた．
【病態の理解：患者の症状の原因を理解すること】
　成人看護学実習（慢性期）の受け持ち患者は50歳
代男性で糖尿病ケトアシドーシスで救急搬送され昏
睡状態であった．そのため「最初はすごいぼんやり
している人で，もともとそういう性格かなって看護
師さんは言われていたが，徐々に治ってきてはっき
りしてきた」ことから「人柄じゃなくて体の状態（昏
睡の影響）で，症状としてこんな風（ぼんやりして
みえる）に現れるんだってわかった．」と昏睡状態
からの回復過程の実際を学ぶことができた．成人看
護学実習（急性期）の術後の受け持ち患者は，「手
術で麻酔の影響とかもあったから，顔もむくんだり
ぼんやりした状態で，体調悪そうかな．」という術
後観察した学生の印象であった．しかしただ体調が
悪いだけでなく，麻酔の影響であり術後の回復過程
であると理解することができた．
【コミュニケーションによる看護実践：患者の理解
度，認識を明確にするために対話すること】
　成人看護学実習（急性期）での受け持ち患者は胃
がんの術後で，術後の食生活について看護師の説明
を理解していると言っていた．しかし食後に吐き気
があり術後の食生活が患者には理解できていないの
ではないかと学生は疑問を持った．そこで本人の理
解しているという言葉から全て理解できていると判
断するのではなくどこを理解しているのか，患者に
話してもらうように促した．「そしてどういう認識
を持っているのか，どのような折り合いをつけるか，
話を詰めていく」ことで認識の違いに学生は気付け
た．患者が理解しているという言葉だけで患者の理
解度を判断するのではなく，「一緒に話していく中
で対話が大切」で意識的に対話して患者が理解して
いる内容を話してもらうためコミュニケーションが
必要であると学んでいた．成人看護学実習（慢性期）
の受け持ち患者は2型糖尿病のため，患者は理解し
ていると言っているにもかかわらず間食の制限が守
れず，間食の制限について医師，看護師，患者の理
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解に違いがあったことがわかった．そして「間食の
制限を患者にどこまでがよくてどこからがよくない
か」を話し，間食の制限について認識の違いを正す
よう実践した．

４．考察
　今回の結果から，領域実習での経験を生かした現
状と，領域実習での経験を経験学習にするためにつ
いて考察する．
４．１　領域別看護臨地実習での経験を生かした現状
４．１．１　個別性の尊重
　終末期患者に対する看護を学んだ学生は，受け持
ち患者の過ごし方や死への準備として周囲に終活を
行っていること，話し好きであることから活発な方
であると認識し，学生のイメージする終末期患者と
は違っていた．このことから主体的に学生は，「が
ん看護学の授業で学んだ年代別がんサバイバーと家
族への看護の資料を見直し復習し，終末期患者の課
題や苦痛を再度確認し，症状悪化や治療による影響
がどのような精神的変化をもたらすか考えた．また
YouTube で AYA 世代のがんサバイバーの方や，
終末期のがん患者のドキュメンタリーを検索し何本
か視聴し，当事者の思いや悩み，不安の具体的な内
容や生活の変化を学び，実際には質問することが難
しい内容を知ることやコメントにあるほかの方々の
経験談を読むことで多様な考えに触れることができ
た．」と学習している．領域実習では，既習の患者
イメージと違っていたことから学生自らが学習をす
すめて視野を広げ，実際の終末期患者の看護を学ん
でいた．経験を生かして新たな終末期患者との場面
で，学生は患者が家族を好きで会いたい気持ちにこ
たえることと，希望するケアを実践したことから，
学生にとってこの終末期患者の看護の教訓は「患者
が望んでいることを受け取り叶えること」であった．
このことは，患者の意向の深い意味を捉え，家族の
ありように迫り患者と家族をつなげ，その人を大切
にするケアに挑み続ける姿勢である20）．学生は，患
者の価値観や考え，意向や希望を理解し，意思表示
しやすい場をつくり，患者の意思を尊重し看護実践
につなげたといえる．
　患者の強みを生かした看護実践を学んだ学生は，
患者が好きなことを大切にしたいと考え，計画に組
み込んだところ，HOT導入を避けることにつながっ
た．新しい状況では，いつも一人でゲームばかりし
ている患児に好きな将棋を聞き出し一緒に行ったと
ころ母親の声掛けで宿題に取り組めることができ
た．これらことは，患者のモチベーションの向上に
つながり，患者が好きなことを活かして関わるとい

う教訓となった．
　患者に寄り添う看護を学んだ学生は，レクレー
ションの参加を促しても断られ，どのように参加を
促したらよいか考えた．患者の反応や様子から患者
の気持ちや考えを理解するために患者に寄り添うよ
うにしたところ，学生と一緒に行うような誘い方を
することや，実際にやってみせること，参加しやす
い声掛けの工夫をし参加につながることを学んだ．
患者に寄り添う看護実践を行うためには，患者理解
が必要である．前川21）は，「患者理解」は，看護師
の援助行為を介した患者との関係性において生じる
出来事であり，状況に依拠しながら変容し続ける実
践的なかかわりと捉えることができると述べてい
る．学生はなぜ患者がレクレーションを断るのか理
由を考え，経験を振り返ることで実践の意味や実践
の影響を考えることにつながっていた．学生は，患
者の目線，立場になりどうしたらレクレーションに
参加するのかイメージすることや，患者に寄り添い，
患者の表情や反応を観察し，患者にあわせた方法を
実践していくことができた．
４．１．２　看護実践のエビデンス
　根拠に基づく看護実践を学んだ学生は，術後の観
察は教科書，参考書にある観察項目をそのまま観察
していたが，指導教員になぜそれを観察するのか質
問をされた．そして学生自身が根拠もなく患者の観
察を行っていること，既習していたが実践につなげ
られていなかったこと，根拠に基づいた実践の重要
性に気づいた．「根拠に基づいた看護を提供する能
力」は，看護実践を構成する能力であり1），それ以
降学生は根拠をもとに実践できるよう学習，計画，
実践し看護師に自らのアセスメントや判断を確認す
るという取り組む姿勢の変化があった．このことは
「領域実習の経験を積み重ねていく中で，内省を繰
り返し自分の努力する方向が自分で見つけられる考
え方を獲得し臨床判断に必要な思考方法を獲得して
いる」16）過程であると推察できる．エビデンスは患
者のためのものであり，看護師は根拠のある正しい
情報を得る努力と実践を行う責任があり，EBN を
自らの姿勢として持ち続けることが大切である22）こ
とを学んでいた．
　患者の病態の理解を学んだ学生は，昏睡状態の患
者のことをぼんやりしていて性格や人柄のせいであ
るのではないかと考えていた．しかしだんだんと
はっきりとしてきた患者をどう解釈したらよいのか
疑問に思い，既習の知識と実際を合わせて考え，
「回復過程を実際に見ることができるのは実習なら
では」と学生は学んでいた．このことから術後の回
復過程の実際では，麻酔の影響で出現する症状につ
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いて実際の症状と結びつけていた．正常な状態から
病態への移行と回復過程について学び看護につなげ
ることで，看護の対象理解に必要な基本的知識であ
る疾病と回復過程の理解2）をしていた．
　コミュニケーションによる看護実践を学んだ学生
は，患者が胃がん術後の食生活について患者に話し
てもらうことで患者がどのように理解しているか理
解できた．学生は，患者とのコミュニケーションで
患者の気持ちや考えを読み取ることへの困難さ23）を
感じることが多く，はいかいいえの二択の一言で判
断する傾向がある．しかし学生は自身が患者の気持
ちや考えを読み取れていないことに気づき，患者が
真意を話せるような対話をすることを教訓としてい
た．
４．２　経験を経験学習にするために
　経験学習は，①具体的な経験をし，②その内容を
振り返って内省することで，③そこから得られた教
訓を引出し，④それを新たな状況に適用することに
よって学習するモデルである24）．臨地実習は，学生
が看護の方法について，「知る」「わかる」の段階か
ら「使う」「実践できる」段階に到着するために不
可欠な過程であり1），新たな状況に適用することは
「実践できる段階」に相当する．学生は，14事例中
6事例が領域実習で経験したことを振り返り，他領
域実習で新たに実践していた．つまり，経験学習と
して，具体的な経験をし，その内容を振り返って内
省することで，そこから得られた教訓を抽象的な仮
説や概念に落とし込み，それを新たな状況に適用す
ることによって学習していたのである．しかし，8
事例は，具体的な経験をし，その内容を振り返って
内省するまでにとどまっていた，もしくは状況に適
用させることができなかった，あるいは適用させる
状況がなかったと考えられる．
　学生が経験を経験学習にするためには，学生自ら
が経験を振り返ることである．さらには経験から得
られる知識を身に付けていくために，意識して経験
を積んでいくことである．成人看護学実習（慢性期）
で現在毎日の行動計画用紙には看護場面での振り返
りに焦点を当てたものではあるが，振り返りまでに
とどまることがほとんどで，得られた教訓について
書かれることは少ないため，そこで新たな状況に適
用できるように指導していくことが必要であると考
える．同じ領域実習の受け持ち患者にではなく，他
領域実習での受け持ち患者の場面で実践できるため
には，まず自分自身の経験を振り返り経験で気にか
かる問題を言語化することである．その問題に対し
て自己に対する意味づけや，意味を明らかにしてい
き，教訓を引き出すことが必要である．Kolb24）は，

学習を「経験を変換することを通して知識を想像す
るプロセス」と定義しており，既習の知識をもとに
考え，不足していることを新たに学習することで知
識を深め，視野を広げることにつながっていると推
察される．
　そして学生が内省を安心できる環境で，教員と学
生が十分な対話を行い，学生が納得して内省をし続
けられるように教員が支援すること18）が必要である
と考える．学生の経験を教員が把握する方法は，学
生が教員に報告，相談することや，記録することで
ある．学生から実習での経験を聞き教員が把握する
ためには，患者や学生の状況，場面，何に焦点をあ
てているのかを明確にする必要がある．学生は状況
の説明が未熟であり，その場で感じた直感，違和感
を言葉に起こすことが難しい．そのため教員は学生
の話を聞き，想像し予想する状況の確認をするため
に質問をしながら，明確にしていくことが必要とな
る．学生が疑問や困難感を感じていない場面であっ
ても，話を聞き取るうちに，学生が改善したほうが
よい言動や，患者の気持ちや行動の意味を考えられ
ていなかった課題が見えてくる場合がある．反対に，
学生が気づいていない介入によるよい変化や，患者
の前向きな態度が見え始めることにもなる．これら
のことは学生が看護上の判断には，学生自身で獲得
することが困難な看護上の判断もあるため，教育に
よる支援が不可欠であるといえる25）．そのため，教
員は学生が経験を話す機会を設けることや，じっく
りと聞き学生が振り返り学ぶことができるよう助言
していくことが，経験からもたらされた意味を捉え
ることにつながる．しかし，聞く側の教員にも習慣
化された解釈の仕方がある17）ことや，教員の力量が
学生の経験を振り返り次に生かせる学びとなるか左
右することにもつながるため注意が必要である．つ
まり，教員は学生が経験したことを話せるよう呼び
かけ興味深く聞きながら，状況を把握し学生が感じ
た違和感，感じていない場合も想定しながら，学生
の言動を振り返り学生自身が落とし込めるところま
で進めていくことが，次の経験に生かせる支援であ
ると考える．

５．本研究の限界
　本研究では，対象者が8名と少なく，インタビュー
時間が4名ずつのグループとしては短かかったとい
える．またインタビュー時期は，実習が終了し卒業
研究終了後となりインタビューまで4カ月の期間が
あり，実習の記憶が薄れていた可能性があり学生の
語りが十分できたとは言い難く研究の限界である．



228 藤堂由里・住吉和子

倫理的配慮
　研究協力者には，事前に本研究の趣旨を口頭で伝えたうえで，インタビュー当日にも，改めて本研究の目的や方法，
倫理的配慮について説明し，同意書に署名を得た．本研究への参加は自由意志であること，研究参加者から途中で参加
を取り消すことができること，参加・不参加によって成績に影響はないこと，不利益はないことを参加者に文書と口頭
で説明した．インタビューの場所は，落ち着いて話せるところで，インタビュー内容が他のインタビューグループの人
に漏れることがなくプライバシーが確保できる施設内の個室を使用して行った．また，岡山県立大学倫理審査委員会承
認後（23-41），研究を実施した．
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Abstract

　The purpose of this study was to clarify, through group interviews with students who had completed all of 
their field nursing practical training, what they had newly practiced in other fields of practice based on the 
memorable experiences they perceived in their field practice. The subjects were 8 students out of 40 students who 
had completed field practice in the second half of their third year and the first half of their fourth year, and who 
cooperated in the research. As a result, eight students talked about 14 cases. The six cases were classified into two 
categories: “Respect for Individuality” and “Evidence of Nursing Practice. The themes of the six cases were, for 
[Respect for Individuality]; [Nursing care for terminally ill patients], [Nursing care utilizing patients’ strengths] and 
[Nursing care that is close to patients], and for [Evidence of Nursing Practice]; [Evidence-based nursing practice], 
[Nursing practice through communication] and [Understanding pathological conditions]. The students reconsidered 
questions and concerns in nursing situations by reflecting on their own experiences, and by further learning from 
the questions and advice of the nurses and teachers, they were able to receive and fulfill what the patients wanted 
and to make the most of what they liked about the patients, which they were able to practice in new situations in 
other fields of practice. The students practiced them in new situations in other fields of practice.
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